















































































































































































































としては，Adolf von Baeyer が中断してはいるものの前後18年間にわたる
研究で，1880 年には藍の主成分のイソジゴの合成に成功し，ついで化学構造
を決定した。この成果はインジゴ合成の工業化が可能であることを示すもの
で，BASF とHochst  両社はBaeyer の特許権を譲り受けて開発研究にとり




得なかった。 1882年にBaeyer が発見した0  －ニト ＝tトルエンから合成する






法を発見した．BASF 社はいっそう安価なナフタリリV に 着 目 し，Sapper
の特許で無水フタル酸にすること，そのさい副生する二酸化イオウを接触法
で硫酸とする技術を開発するなどで，いわゆるHeumann の第1 法によったBASF
法で1897 年に工業化に成功し，Indigo pure BASF の市販をはじめた。
BASF 社はインジゴの工業化で先鞭をつけたが，H 石chst 社はいっそう安
価な製法で,のちに支配的な方法となる技術の開発に成功した。BASF 社と同
84
じ技術をもつHochst 社は，Heumann の第2 法において使うフェニルグリ
シンのアルカリ溶融のために収率が低下することから,   BASF 社が研究を中
止したのちも研究をつづけ，1901年にJ.Pfleger が発見したナトリウムアミ
ドで低温で処理する方法を採用し,いわゆるHeumann ‐Pfleger 法（Hochst
法）の工業化に1904年に成功し，Indigo MLB grains として販売しはじめ
た。 BASF 社に比べると,高価なクロル酢酸を用いず,アニV  V を原料にした
ことで，Hochst 社は工業化で遅れたものの販売競争では有利な立場に立つ
ことができた。合成染料アリザリソにみられるカルテル活動はその後毛活発















年には100 万斤，1907年に200 万斤を越えるまでになり，1908年には第1 次
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